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ままななざざしし
　この２年間、民生委員・児童委員活動の縮小
を余儀なくされた時期もありましたが、高齢者
や障がいのある人、ひとり親家庭などを身近で
見守り、ほどけない結び目をつくる活動を行っ
てきました。
　ある地区はこのような時期だからこそ民生委
員・児童委員本来の役割に立ち返り、多岐にわ
たる業務に優先順位をつけ、「住民の現状を必要

に応じて適切に把握すること」を最も大事にし
ました。
　また、地域住民の顔を見ることができる戸別
訪問こそ「短時間でも貴重な時間」と大切に捉
えている民生委員・児童委員もいます。
　民生委員・児童委員としての本来活動を大切
に、朗らかな笑顔で今日も活動を続けています。
� （厚木市民生委員児童委員協議会）

◦特集　令和３年度受章（賞）者紹介～おめでとうございます～
◦活動研究レポート　一人ひとりの想いを大切にした民児協運営
◦ひとネットワーク　知ってほしい「ダブルケア」のこと　一般社団法人ダブルケアサポート
◦News&インフォメーション　●通信員だより（小田原市・座間市・二宮町）

「こんにちは！」笑顔の先には住民の方が待っています。



◇
春
の
叙
勲
（
４
月
２９
日
付
）

【
瑞
宝
双
光
章
】

〔
藤
沢
市
・
元
〕
浅
野
朝
子

〔
海
老
名
市
・
元
〕
加
藤
彰
久

◇
秋
の
褒
章
（
１１
月
３
日
付
）

【
藍
綬
褒
章
】

〔
横
須
賀
市
〕
岩
田
勝
江

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
１１
月
１９
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
藤
沢
市
〕
末
吉
育
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
木
村
は
な
子

〔
大
和
市
〕
青
木
惠
美
子

〔
伊
勢
原
市
〕　

宮
崎
八
重
子

◇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
１１
月
１９
日
付
）

〔
横
須
賀
市
〕
鈴
木
佐
智
子

〔
平
塚
市
〕
橋
本
勢
作

〔
藤
沢
市
〕
大
山
睦
子　

森
も
と
江

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
藤
原
絹
代

〔
厚
木
市
〕
小
泉
京
子　

竹
原
由
美
惠

〔
座
間
市
〕
阿
部
正
信

◇
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

（
１０
月
２６
日
付
）
※
推
薦
名
簿
順

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
】

座
間
市
第
一
地
区
民
児
協

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

〔
平
塚
市
〕
小
泉
惠
子　

金
剛
昭
枝

〔
鎌
倉
市
〕
大
塚
眞
理
子

〔
綾
瀬
市
〕
安
藤
要
子　

栗
原
芳
子

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
】

〔
横
須
賀
市
〕
青
池

子　

赤
堀
八
重
子

熱
田
千
津
子　

安
藤
正
和　

飯
山
糸
子

池
田
敏
明　

井
上
道
英　

今
府
文
子

小
川
義
秋　

小
野
み
ゆ
き　

⻆
田
ア
イ
子

加
藤
和
夫　

⻆
尾
弘
美　

池
和
代

君
島
富
美
江　

栗
原
惠
子　

小
杉
啓
惠

小
林
ケ
イ
子　

塩
田
芳
一　

嶋
口
司

島
﨑
克
尚　

杉
田
和
子　

鈴
木
和
子

反
田
知
子　

髙
野
悦
子　

高
橋
み
ど
り

千
品
祥
江　

恒
本
博
子　

貫
信
子

根
本
智　

野
島
惠
里
子　

引
本
昇

菱
沼
美
代
子　

藤
田
美
子　

藤
田
由
美
子

堀
田
豊　

牧
野
恒
一　

松
﨑
由
美
子

松
本
幸
子　

八
木
橋
和
代　

谷
島
順
子

安
廣
幸
德　

山
本
ハ
ツ
子　

吉
田
尚
子

渡
辺
富
美
子

〔
平
塚
市
〕
雨
宮
恵
子　

飯
田
征
子

岩
井
良
男　

及
川
洋
子　

大
川
綾
子

大
貫
か
お
る　

勝
矢
加
代
子　

小
島
美
代
子　

小
宮
巳
代
子　

小
山
惠
子　

金
陽
二　

齋
藤
靖
彦

坂
間
倭
文
子　

佐
草
恭
造　

澤
野
啓
子

志
知
美
恵
子　

髙
田
哲
也　

中
村
克
彦

原
田
栄
子　

原
田
美
奈
子　

三
﨑
初
枝

水
澤
幸
子　

吉
澤
さ
と
み

〔
鎌
倉
市
〕
椎
野
和
子　

星
野
茂

〔
藤
沢
市
〕
青
木
邦
子　

阿
部
宏
之

石
井
國
喜　

市
川
幸
子　

井
上
京
子

臼
井
照
代　

大
島
陽
子　

尾
方
典
子

長
田
勝
彦　

小
野
弘
子　

桐
山
完
爾　

桂
島
登
里
子　

古
賀
宏
子　

小
林
美
幸

小
松
田
悦
子　

近
藤
洋　

齋
藤
勝
吉

齊
藤
富
士
雄　

坂
田
千
鶴
代　

阪
間
晴
美

鈴
木
芳
枝　

堤
忠
生　

⻆
田
吉
弘

鐵

子　

中
尾
和
子　

長
嶋
勇

中
原
優
貴
惠　

丹
羽
惠
子　

野
谷
起
代
美

長
谷
川
三
郎　

畠
山
友
一　

林
雄
二

晴
佐
久
ち
え
子　

平
尾
文
子　

平
松
直
子

弘
光
奈
奈　

福
岡
久
美
子　

松
井
聡
子

松
尾
良
子　

松
守
由
美
子　

丸
加
代
美

山
岡
隆　

山
口
敏　

山
口
幸
江

山
崎
幸
子　

横
山
惠
子　

吉
田
昌
弘

吉
原
豊

〔
小
田
原
市
〕
朝
見
美
子　

岩
沢
好
子

岡
田
健　

折
金
典
男　

片
瀬
清　

岸
治
惠

小
泉
美
智
代　

髙
野
博
幸　

髙
槗
美
智
子

田
中
里
美　

濵
嵜
政
葊　

邊
見
直
美

星
野
優
子　

堀
川
清
子　

柳
井
由
美
子

山
岸
勝　

林
と
も
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
安
達
由
江　

小
澤
雅
子

筧
智
子　

小
出
京
子　

小
嶋
政
雄

齋
藤
和
江　

澄
川
篤　

中
村
節
子

沼
上
純
子　

平
山
髙
子　

三
浦
常
生

毛
利
和
夫

〔
逗
子
市
〕
産
形
喜
江　

近
藤
美
千
子

曽
志
光
子　

髙
槗
玲
子　

塚
野
晴
美

新
倉
昭
治

〔
三
浦
市
〕
池
田
美
和
子　

鎌
田
豊
子

窪
田
智
江
子　

原
薫　

安
田
正
代

山
崎
幸
夫　

米
田
ふ
さ
子　

脇
谷
和
之

〔
秦
野
市
〕
飯
田
充　

石
岡
初
代

大
森
よ

み　

小
澤
み
つ
江　

川
口
昭
平

古
宮
伸
次　

柴
山
賢
一　

添
野
幹
子

水
流
嘉
津
子　

西
川
邦
子

〔
厚
木
市
〕
青
島
徳
尚　

石
澤
ふ
じ
枝

今
溝
義
公　

江
良
景
子　

大
塚
繁

小
川
千
鶴
子　

加
藤
修　

加
藤
豊
子

工
藤
か
お
り　

中
村
治
良　

溝
呂
木
宏
子

三
橋
三
郎　

柳
沢
香
緒
里　

柳
田
敬
子

山
田
く
み
子　

若
林
紀
美
枝

〔
大
和
市
〕
井
上
由
美
子　

金
子
道
子

小
林
圭
子　

佐
藤
美
幸　

杉
山
洋
子

鈴
木
清
雄　

鈴
木
敏
子　

關
口
秀
人

瀧
村
ゆ
か
り　

田
中
か
ほ
る　

田
辺
ス
ヱ
子

筒
井
磨
千
子　

中
川
潔　

長
谷
川
厚
子

原
け
い
子　

半
田
淑
美　

眞
屋
和
子

村
上
和
子　

八
島
光
子　

山
形
妙
子

横
山
富
子　

鷲
田
義
宏

〔
伊
勢
原
市
〕
青
柳
嘉
男　

石
橋
弘
子

犬
飼
規
喜　

熊
谷
吉
祥　

佐
藤
惠
子

柴
泰
一　

田
中
祐
二

〔
海
老
名
市
〕
大
貫
節
子　

桐
生
行
雄

佐
藤
敦
子　

綱
島
則
子　

久
田
妙
子

米
山
珠
枝

〔
座
間
市
〕
小
野
口
勇　

杉
山
朋
子　

土
橋
キ
ヨ
子

〔
南
足
柄
市
〕
井
出
晴
明　

伊
藤
義
孝　

岩
崎
典
子　

髙
木
早
苗　

吉
田
克
業

〔
綾
瀬
市
〕
石
塚
歌
子　

小
川
く
に
子

川
内
勝　

川
島
正
夫　

神
﨑
陽
子

黒
澤
宏
美　

小
関
容
子　

曽
根
壽
勝

武
智
正
志　

橋
本
則
子　

峯
尾
始

森
谷
克

〔
愛
川
町
〕
足
立
原
順
子　

齋
藤
き
よ
み

村
早
百
合　

本
多
照
美

〔
清
川
村
〕
迫
田
つ
た
子　

平
田
京
子

〔
葉
山
町
〕
綾
部
芳
子　

荒
井
武
男

遠
藤
和
江　

柿
崎
光
子　

具
志
堅
勝

小
宮
和
子　

矢
村
宗
克

〔
寒
川
町
〕
池
田
征
子　

梅
澤
久
美
子

金
子
明　

吉
川
京
子　

鈴
木
弘
子

森
下
明
美　

山
村
玉
惠　

〔
大
磯
町
〕
坂
本
き
み
え　

圡
屋
隆
夫

眞
間
芳
雅　

安
池
幸
子

〔
二
宮
町
〕
足
立
眞
理
子　

井
上
太
郎

小
林
照
子

〔
大
井
町
〕　

大
沢
栄　

安
池
千
鶴
子

山
田
佑
子

〔
松
田
町
〕　

荻
野
一
美　

早
崎
昭
代

吉
崎
な
つ
き

〔
山
北
町
〕　

石
田
初
江　

瀬
戸
和
江

能
澤
武
男　

〔
開
成
町
〕　

山
本
勝

〔
箱
根
町
〕　

勝
俣
達
夫　

勝
俣
直
子

武
石
惠
美
子

〔
湯
河
原
町
〕　

石
田
眞
理
子　

上
野
知
江
子

金
子
信
一　

木
村
千
鶴
子　

福
井
静
子

布
施
谷
日
出
一　

古
本
一
徳　

令
和
３
年
度
受
章（
賞
）者
紹
介

令
和
３
年
度
受
章（
賞
）者
紹
介
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◇
県
民
功
労
者
表
彰
（
６
月
１６
日
付
）

【
社
会
福
祉
分
野
】

〔
横
須
賀
市
〕
鈴
木
佐
智
子

〔
平
塚
市
〕
岩
﨑
悦
子

〔
藤
沢
市
〕
石
井
康
子

〔
大
和
市
〕
村
瀬
て
る
代

〔
座
間
市
〕
橋
本
禎
子

◇
神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
１０
月
１５
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰（
在
職
３０
年
）】

〔
藤
沢
市
〕
三
浦
絹
子

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰（
在
職
１５
年
）】

〔
藤
沢
市
〕
齊
藤
富
士
雄　

〔
座
間
市
〕
本
多
啓
子

【
共
同
募
金
運
動
功
労
者
表
彰
（
個
人
）】

〔
藤
沢
市
〕
三
觜
忠

〔
小
田
原
市
〕
岩
田
隆
一

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
１１
月
１５
日
付
）
※
受
賞
名
簿
順

【
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
１０
年
以
上
）】

〔
横
須
賀
市
〕
青
池

子　

赤
堀
八
重
子

熱
田
千
津
子　

安
藤
正
和　

飯
山
糸
子

池
田
敏
明　

井
上
道
英　

今
府
文
子

小
川
義
秋　

小
野
み
ゆ
き　

⻆
田
ア
イ
子

加
藤
和
夫　

⻆
尾
弘
美　

川
村
和
子

池
和
代　

君
島
富
美
江　

栗
原
惠
子

小
杉
啓
惠　

佐
々
木
浩
江　

塩
田
芳
一

嶋
口
司　

島
﨑
克
尚　

杉
田
和
子

鈴
木
和
子　

反
田
知
子　

髙
野
悦
子

千
品
祥
江　

恒
本
博
子　

貫
信
子

根
本
智　

野
島
惠
里
子　

早
川
進

引
本
昇　

菱
沼
美
代
子　

藤
田
美
子

堀
田
豊　

本
間
健
一　

牧
野
恒
一

松
﨑
由
美
子　

松
本
幸
子　

八
木
橋
和
代

谷
島
順
子　

安
廣
幸
德　

山
本
ハ
ツ
子

吉
田
尚
子　

渡
辺
富
美
子

〔
平
塚
市
〕
雨
宮
恵
子　

飯
田
征
子

岩
井
良
男　

及
川
洋
子　

大
川
綾
子

大
貫
か
お
る　

勝
矢
加
代
子　

小
梶
宏
子

小
島
美
代
子　

小
宮
巳
代
子　

小
山
惠
子

金
陽
二　

齋
藤
靖
彦　

坂
間
倭
文
子

佐
草
恭
造　

澤
野
啓
子　

志
知
美
恵
子

髙
田
哲
也　

中
村
克
彦　

原
田
栄
子

原
田
美
奈
子　

樋
口
マ
キ
子　

三
﨑
初
枝

水
澤
幸
子　

吉
澤
さ
と
み

〔
鎌
倉
市
〕
青
木
ひ
ろ
み　

浅
見
香
世
子

天
野
美
代
子　

石
井
理
恵　

伊
勢
久
美
子

市
川
悦
子　

大
窪
名
生
子　

小
林
誠

佐
藤
千
津　

白
濱
弥
生　

田
村
洋
子

角
田
恭
子　

中
村
美
重
子　

中
村
よ
し
み

花
村
博
子　

松
尾
俊
一　

宮
田
進

村
田
由
美
子　

矢
澤
智
美　

矢
澤
昌
之

〔
藤
沢
市
〕
青
木
邦
子　

阿
部
宏
之

石
井
國
喜　

市
川
幸
子　

井
上
京
子

臼
井
照
代　

大
島
陽
子　

尾
方
典
子

長
田
勝
彦　

小
野
弘
子　

桐
山
完
爾　

桂
島
登
里
子　

古
賀
宏
子　

小
林
美
幸

小
松
田
悦
子　

近
藤
洋　

齋
藤
勝
吉

坂
田
千
鶴
代　

阪
間
晴
美　

堤
忠
生

⻆
田
吉
弘　

鐵

子　

豊
島
洋

中
尾
和
子　

長
嶋
勇　

中
原
優
貴
惠

丹
羽
惠
子　

野
谷
起
代
美　

長
谷
川
三
郎

畠
山
友
一　

林
雄
二　

晴
佐
久
ち
え
子　

平
尾
文
子　

平
松
直
子　

弘
光
奈
奈

福
岡
久
美
子　

松
井
聡
子　

松
尾
良
子

松
守
由
美
子　

丸
加
代
美　

森
谷
真
智
子

山
岡
隆　

山
口
敏　

山
口
幸
江

山
崎
幸
子　

横
山
惠
子　

吉
田
昌
弘

吉
原
豊

〔
小
田
原
市
〕
朝
見
美
子　

岩
沢
好
子

内
田
理
佐　

岡
田
健　

折
金
典
男

片
瀬
清　

岸
治
惠　

小
泉
美
智
代

小
林
財
子　

髙
野
博
幸　

髙
槗
美
智
子

田
中
里
美　

濵
嵜
政
葊　

邊
見
直
美

星
野
優
子　

堀
川
清
子　

眞
壁
洋
善

山
岸
勝　

山
口
亘
子　

林
と
も
子

〔
茅
ヶ
崎
市
〕
安
達
由
江　

小
澤
雅
子

筧
智
子　

小
出
京
子　

小
嶋
政
雄

齋
藤
和
江　

佐
藤
三
沙
子　

澄
川
篤

中
村
節
子　

沼
上
純
子　

平
山
髙
子　

三
浦
常
生　

毛
利
和
夫　

和
賀
始

〔
逗
子
市
〕
産
形
喜
江　

近
藤
美
千
子

曽
志
光
子　

髙
槗
玲
子　

新
倉
昭
治

松
岡
蓉
子

〔
三
浦
市
〕
池
田
美
和
子　

鎌
田
豊
子　

窪
田
智
江
子　

原
薫　

安
田
正
代

山
崎
幸
夫　

米
田
ふ
さ
子　

脇
谷
和
之

〔
秦
野
市
〕
飯
田
充　

石
岡
初
代

猪
股
登
美
子　

大
塚
直
子　

大
森
よ

み

小
澤
み
つ
江　

川
口
昭
平　

岸
康
子

古
宮
伸
次　

柴
山
賢
一　

鈴
木
清

添
野
幹
子　

髙
橋
正
行　

田
村
正
一

西
川
邦
子　

三
村
正
子　

湯
川
明
子

〔
厚
木
市
〕
青
島
徳
尚　

石
澤
ふ
じ
枝

今
溝
義
公　

江
良
景
子　

大
塚
繁

小
川
千
鶴
子　

加
藤
修　

加
藤
豊
子

工
藤
か
お
り　

中
村
治
良　

溝
呂
木
宏
子

三
橋
三
郎　

柳
沢
香
緒
里　

柳
田
敬
子

山
田
く
み
子　

若
林
紀
美
枝

〔
大
和
市
〕
井
上
由
美
子　

金
子
道
子

小
林
圭
子　

小
林
弘
子　

佐
藤
美
幸

杉
山
洋
子　

鈴
木
清
雄　

鈴
木
敏
子

關
口
秀
人　

瀧
村
ゆ
か
り　

田
中
か
ほ
る

田
辺
ス
ヱ
子　

筒
井
磨
千
子　

中
川
潔

長
谷
川
厚
子　

原
け
い
子　

半
田
淑
美　

眞
屋
和
子　

村
上
和
子　

八
島
光
子

山
形
妙
子　

横
山
富
子　

吉
田
惠
子

鷲
田
義
宏

〔
伊
勢
原
市
〕
青
柳
嘉
男　

石
橋
弘
子

犬
飼
規
喜　

熊
谷
吉
祥　

佐
藤
惠
子

柴
泰
一　

田
中
祐
二

〔
海
老
名
市
〕
大
貫
節
子　

北
島
富
喜
子　

桐
生
行
雄　

佐
藤
敦
子　

綱
島
則
子

久
田
妙
子　

米
山
珠
枝

〔
座
間
市
〕
宇
野
美
知
子　

小
野
口
勇

清
水
春
男　

杉
山
朋
子　

土
橋
キ
ヨ
子

〔
南
足
柄
市
〕
井
出
晴
明　

伊
藤
義
孝

岩
崎
典
子　

住
田
英
臣　

髙
木
早
苗

吉
田
克
業

〔
綾
瀬
市
〕
石
塚
歌
子　

小
川
く
に
子

川
内
勝　

川
島
正
夫　

神
﨑
陽
子

黒
澤
宏
美　

小
関
容
子　

曽
根
壽
勝

武
智
正
志　

橋
本
則
子　

峯
尾
始

森
谷
克

〔
愛
川
町
〕
足
立
原
順
子　

齋
藤
き
よ
み

村
早
百
合　

本
多
照
美

〔
清
川
村
〕
迫
田
つ
た
子　

平
田
京
子

〔
葉
山
町
〕
綾
部
芳
子　

荒
井
武
男

遠
藤
和
江　

柿
崎
光
子　

具
志
堅
勝

矢
村
宗
克

〔
寒
川
町
〕
池
田
征
子　

梅
澤
久
美
子

金
子
明　

鈴
木
弘
子　

森
下
明
美

山
村
玉
惠

〔
大
井
町
〕
大
沢
栄　

安
池
千
鶴
子

山
田
佑
子

〔
山
北
町
〕
石
田
初
江　

瀨
戸
和
江

能
澤
武
男

〔
開
成
町
〕
山
本
勝

〔
箱
根
町
〕
勝
俣
達
夫　

勝
俣
直
子

武
石
惠
美
子

〔
湯
河
原
町
〕
石
田
眞
理
子　

上
野
知
江
子

木
村
千
鶴
子　

新
田
守　

福
井
静
子

布
施
谷
日
出
一　

古
本
一
徳

◇
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝

（
１１
月
１５
日
付
）

【
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝（
個
人
）】

〔
平
塚
市
〕
和
田
守
兄

〔
藤
沢
市
〕
山
崎
た
か
子

〔
小
田
原
市
〕
宮
本
純

〔
松
田
町
〕
吉
崎
な
つ
き

※�

敬
称
略
。
原
則
同
一
市
町
村
内
は
受
賞
名

簿
順
に
掲
載
。
所
属
は
受
賞
当
時
の
も
の
。

おめでとう
ございます
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南
足
柄
市
民
児
協
　 

　

一
人
ひ
と
り
の
声
を�

�

届
け
る
『
目
安
箱
』　

　

南
足
柄
市
民
児
協
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
お
互
い
に
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
減
少
し
、
相
談
ご
と
な
ど

を
気
軽
に
話
せ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
定
例
会
や
委
員
活
動
を
す
る
う

え
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
感
想
な
ど

を
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
令
和
３
年
５

月
か
ら
﹃
目
安
箱
﹄
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
﹃
目
安
箱
﹄
は
、
各
地
区
の
定
例
会
会

場
の
受
付
に
設
置
し
、
委
員
が
入
退
場

す
る
際
に
投
函
す
る
仕
組
み
で
す
。
記

入
用
紙
も
あ
り
ま
す
が
、
様
式
は
自
由

で
無
記
名
と
し
、
こ
れ
ま
で
８
件
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
投
函
さ
れ
た
意
見

に
対
し
て
は
、
定
例
会
前
の
役
員
会
で

検
討
し
た
の
ち
、
定
例
会
で
回
答
し
ま

す
。
公
表
し
づ
ら
い
内
容
は
、
役
員
会

の
み
で
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
、
部
会
名
を
「
母
子
児

童
部
会
」
か
ら
「
児
童
部
会
」
ま
た
は

「
子
ど
も
部
会
」
に
、「
障
害
者
部
会
」

を
か
な
表
記
の
「
障
が
い
者
部
会
」
に

変
更
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
提
案
理
由
は
、「
活
動
の
中
で

母
子
児
童
部
会
の
名
称
が
入
っ
た
チ
ラ

シ
を
父
子
家
庭
に
も
配
付
す
る
な
ど
、

活
動
対
象
が
母
子
に
限
定
さ
れ
な
い
」

こ
と
か
ら
で
す
。
役
員
会
で
別
案
も
含

め
検
討
さ
れ
、
最
終
的
に
合
同
定
例
会

で
全
委
員
の
承
認
を
得
て
「
子
ど
も
部

会
」、「
障
が
い
者
部
会
」
に
改
名
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
担
当
地
域
で
の

学
校
行
事
の
出
来
事
や
災
害
時
の
支
援

体
制
に
つ
い
て
な
ど
多
様
な
意
見
が
届

い
て
い
ま
す
。

　

意
見
を
言
え
る�

　
　
　

環
境
づ
く
り
を
大
切
に

　

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
委
員
か
ら
も

「
大
人
数
の
前
で
意
見
を
伝
え
る
の
は
緊

張
す
る
の
で
、﹃
目
安
箱
﹄
の
お
か
げ
で

意
見
が
言
い
や
す
く
な
っ
た
。
些
細
な
こ

と
で
も
み
ん
な
と
想
い
を
共
有
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
足
柄
市
民
児
協
で
は
、前
回
の
一
斉

改
選
で
半
数
以
上
の
委
員
が
新
た
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
南
足
柄
市
民
児
協
の

井
出
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
委
員
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
な
い
中
、疑

問
や
提
案
、
知
り
た
い
こ
と
な
ど
を
投
函

で
き
る
下
地
が
あ
る
の
は
良
い
こ
と
。
こ

れ
か
ら
も
み
ん
な
の
声
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
活
動
を
よ
り
よ
く
す
る

市町村民児協発
活動研究レポート

No.4７

一
人
ひ
と
り
の
想
い
を

一
人
ひ
と
り
の
想
い
を

��

大
切
に
し
た
民
児
協
運
営

大
切
に
し
た
民
児
協
運
営

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め
の
組
織

で
あ
る
民
児
協
。
今
回
は
、
南
足
柄
市
民
児
協
、
寒
川
町
北
部
地
区
民
児

協
へ
の
取
材
か
ら
、
誰
も
が
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
民
児
協
を
つ

く
る
た
め
の
工
夫
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

た
め
に
考
え
、
変
え
て
い
こ
う
と
す
る

機
運
に
つ
な
が
っ
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
寒
川
町
北
部
地
区
民
児
協
　 

　

一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
持
ち�

�

み
ん
な
で
つ
く
る
民
児
協　

　

寒
川
町
北
部
地
区
民
児
協
で
は
、
定

例
会
と
研
修
会
を
一
体
で
行
っ
て
お
り
、

令
和
２
年
度
か
ら
定
例
会
の
司
会
者
と

研
修
会
の
担
当
者
を
輪
番
制
に
し
、「
受

け
身
で
は
な
い
、
全
体
で
作
り
上
げ
て

い
く
民
児
協
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
寒
川
町
北
部
地
区
民
児
協
の

森
井
会
長
は
「
一
方
的
に
な
り
が
ち
な

定
例
会
と
研
修
会
を
一
人
ひ
と
り
が
参

加
で
き
る
形
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
定
例
会
で
輪
番

制
を
提
案
し
、委
員
の
賛
同
を
得
て
、開

始
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
司
会
者
と
研
修
会
の
担
当

者
は
、
正
副
会
長
、
部
会
長
、
会
計
な

ど
役
割
を
持
っ
た
委
員
を
除
き
、定
例
会

で
は
当
日
の
司
会
進
行
を
、研
修
会
で
は

テ
ー
マ
の
企
画
や
講
師
と
の
や
り
と
り
な

ど
を
２
人
１
組
で
行
い
ま
す
。「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
委
員
活
動
に
つ
い
て
」「
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
」「
認
知
症
講
座
」
な
ど
の
研

修
を
行
い
、
取
材
時
は
「
要
支
援
対
象

者
地
図
作
成
」
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

手作りの目安箱と記入用紙

目安箱の意見を読み上げる様子
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　地区民生委員児童委員協議会（以下、地区民児
協）は、「法定民児協」「単位民児協」とも呼ばれ民
生委員法に定められた民生委員・児童委員により
組織された協議体です。地区民児協は、民生委
員・児童委員の日常活動を支えるとともに、地域の
福祉の推進を図ることを目的とした様々な取り組
みを進めています。
　「南足柄市民児協」「寒川町北部地区民児協」の取
り組みは、各民生委員・児童委員の想いと活動課題
を共有し、地区民児協の運営と活動の活性化を図
る創意・工夫に努めている実践例です。
　地区民児協の運営と活動へは、民生委員・児童委
員全員が担い手として関わることが望まれます。
　担当部会や専門委員会等の活用、定例会、学習会
（研修会）、他地域組織との連絡担当等、個人的事情

や過度の負担にならないよう配慮した一人一役・
担当輪番制の工夫は、運営面での負担の偏りの解
消と軽減を考える上で必要です。
　日々の各担当地区活動においては、定例会等で、
活動課題や問題の共有化と個々の活動を支える協
議を図り、訪問調査・相談支援活動等において、担
当地区を超えた複数の民生委員・児童委員による
協力・協働の取り組みが大切です。
　「地域共生社会の実現」に向けて、地域の福祉の
推進と住民の生活課題への相談支援活動の充実が
求められています。民生委員・児童委員活動への
地域住民の理解と周知に向けた情報発信や他の地
域活動組織と協働・連携した地域課題や日常生活
問題を共に考える地域住民主体の学習交流会等の
企画・運営への積極的取り組みが期待されます。

星槎大学　
教授 大溝　茂さん

活 の ン ・ イ動　 ヒ ト ポ ン ト

地区民児協運営の
� 活性化に向けて

　

み
な
さ
ん
に
輪
番
制
を
始
め
て
変

わ
っ
た
点
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
委
員

に
な
り
15
年
目
の
山
口
さ
ん
は
「
以
前

は
、
会
全
体
が
報
告
を
聞
く
だ
け
の
受

身
的
姿
勢
で
し
た
が
、
輪
番
制
に
な
っ

て
み
ん
な
が
主
体
的
と
な
り
、
全
体
の

雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
。
質
問
な
ど
も
活

発
に
な
り
、出
席
す
る
の
が
楽
し
く
な
っ

た
」
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
新
任
委
員

の
栗
原
さ
ん
は
「
み
ん
な
と
と
も
に
考

え
る
機
会
が
で
き
、
日
々
の
活
動
が
良

く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
関
係
機
関

へ
の
連
絡
も
躊
躇
な
く
で
き
、
よ
い
勉

強
の
場
と
な
っ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

担当者が研修内容を説明する様子

　

み
ん
な
が
主
役
に
な
る
機
会
を

　

輪
番
制
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
疑
問
を
投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
「
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
と
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
で
捉
え
が
ち
で
す
が
、
分
担
し

て
み
ん
な
で
担
当
す
る
と
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
責
任
感
に
変
わ
り
、
プ
ラ
ス

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
活
か
さ
れ
る
」

と
委
員
に
な
り
６
年
目
の
中
澤
さ
ん
は

言
い
ま
す
。

和やかな雰囲気のもとお互いが助け合う
定例会が行われていました。

　

今
後
に
向
け
て
、
森
井
会
長
は
「
必

ず
自
分
が
主
役
に
な
る
役
割
が
あ
る
こ
と

は
、
自
分
を
変
え
る
い
い
機
会
に
な
る
。

今
期
の
締
め
く
く
り
は
、
各
部
会
長
な

ど
の
役
割
を
持
っ
た
委
員
た
ち
に
お
願
い

し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
は
、
行
政
な
ど
か
ら
の
伝
達

事
項
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
、
委
員

同
士
で
の
情
報
交
換
の
時
間
な
ど
が
持

て
ず
、
パ
タ
ー
ン
化
し
が
ち
で
す
が
、
お

互
い
に
助
け
合
う
関
係
が
築
か
れ
る
中
で
、

協
働
と
連
体
制
に
よ
っ
て
、
民
児
協
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
く
姿
に
チ
ー
ム
力
の
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

�

（
広
報
委
員
）
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「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
と
は
？

　
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
と
は
、
育
児
と
介
護

が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
、

そ
の
よ
う
な
状
況
に
い
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア

当
事
者
を
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
」
と
言

い
ま
す
。

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
設
立
の
経
緯

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
代
表
理
事
の

東
さ
ん
は
、
子
育
て
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

所
属
し
て
い
る
中
で
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の

実
態
調
査
に
協
力
し
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
当

事
者
が
抱
え
る
孤
立
感
や
精
神
的
負
担

に
寄
り
添
い
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
関
す
る

講
演
会
や
調
査
研
究
な
ど
を
全
国
的
に

広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
平
成
２８
年
８
月
に
ダ
ブ
ル
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

東
さ
ん
は
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
当
事
者
の

ダブルケア当事者は、
育児と介護の異なる
ニーズを同時に満たす
ことを要求される中
で、常にどちらを優先
させるかの選択に迫ら
れています。

え
ず
に
い
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
当
事
者
が
い

ま
す
。
そ
う
し
た
想
い
を
抱
え
込
ま
ず
、

共
有
で
き
る
場
が
全
国
に
広
ま
る
よ
う
、

ダ
ブ
ル
ケ
ア
カ
フ
ェ
実
施
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

普
及
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
行
政
や
企
業
、
地
域

の
方
々
な
ど
に
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
実
態
を

知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
者
を
増
や
す
こ

と
を
目
指
し
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
背
景
や

課
題
、
今
後
の
支
援
を
考
え
る
う
え
で

必
要
な
視
点
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
支
援
を
全
国

に
広
め
た
い�

「
２
月
は
ダ
ブ
ル
ケ
ア
月
間
」

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
い
う
言
葉
が
概
念
化

さ
れ
、
１０
年
が
経
ち
ま
し
た
。「
今
一
度

ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
い
う
言
葉
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
東
さ
ん
。
そ

こ
で
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
理
解
者
を
全
国
に

広
め
、
複
合
的
、
重
層
的
な
支
援
体
制

を
地
域
と
と
も
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
想
い
か
ら
、
東
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
団
体
な
ど
が
集
ま
り
、
今
年
か

ら
２
月
を
ダ
ブ
ル
ケ
ア
月
間
と
し
ま
し

た
。
月
間
で
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
、
全
国

で
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
少

し
ず
つ
理
解
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
当
事
者
の
肩
の
荷
を
少

し
で
も
軽
く
し
、
安
ら
ぐ
こ
と
が
で
き

る
場
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
と
感
じ

ま
す
。
晩
婚
化
や
高
齢
出
産
の
増
加
、

少
子
高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、
増
加
が
予

測
さ
れ
る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
は
、既
存
の
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
複
合
的

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
縦
割
り
の
制
度
で
は
な

く
「
地
域
で
ま
る
っ
と
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
を
目
標
に
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
へ
の
取
材
か

ら
、
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る

私
た
ち
委
員
も
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
知
り
、地

域
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
で
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
当
事
者
を
よ
り

よ
い
支
援
へ
つ
な
げ
る
一
助
に
な
る
の

で
は
と
思
い
ま
し
た
。�

（
広
報
委
員
）

　
一
般
社
団
法
人
ダ
ブ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

�

（
以
下
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
）
の
取
り
組
み
紹
介

目
線
で
話
を
聴
く
こ
と
で
、
誰
に
も
言

え
ず
抱
え
た
想
い
を
吐
き
出
し
、
心
が

軽
く
な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
」

を
心
が
け
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
活
動
内
容

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
ダ
ブ

ル
ケ
ア
カ
フ
ェ
の
運
営
支
援
、
ダ
ブ
ル

ケ
ア
に
つ
い
て
の
講
演
会
の
開
催
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ダ
ブ
ル
ケ
ア

カ
フ
ェ
と
は
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
当
事
者
や

支
援
者
が
集
ま
る
共
感
の
場
で
す
。
世

の
中
に
は
、
不
安
や
悩
み
を
誰
に
も
言

知
っ
て
ほ
し
い
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
の
こ
と

知
っ
て
ほ
し
い
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
の
こ
と

ひとネットワーク
地域と社会資源

一般社団法人
ダブルケアサポート
連絡・問合せ先
TEL
０４５－３２４－５０３３
メール
wcareyokohama@gmail.com
ホームページ
http://wcaresupport.com/
　　QRコードはこちら➡︎
　
所在地
横浜市西区南軽井沢８−１−１１０
NPO法人シャーロックホームズ内

　平成２８年４月の政府調査によれば、身体的ケアを主と
した育児と介護のダブルケア当事者の人口は２５．３万人（女
性１６．８万人、男性８．５万人）。身体的ケア以外の介護人口
を含めると、実態はもっと多いと言われています。
　ダブルケアの原因や問題を簡単にまとめた動画です。
団体ホームページからご覧いただけます。�（平成２９年１月）
制作：日韓ダブルケア支援プロジェクト
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令
和
３
年
度
課
題
別
集
中
講
座

　
「
災
害
時
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
」
を
テ
ー
マ
に
、
令
和
３
年
１２
月
１７
日

か
ら
令
和
４
年
１
月
１７
日
ま
で
の
期
間
限

定
で
動
画
視
聴（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ま
た
は

Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
に
よ
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

高
崎
健
康
福
祉
大
学
教
授
の
金
井
敏

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
全
民
児
連

が
作
成
し
た
「
災
害
に
備
え
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
指
針
」

（
平
成
３１
年
３
月
）
に
沿
っ
て
、
委
員
活

動
を
取
り
巻
く
災
害
の
状
況
や
災
害
時

の
委
員
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

金
井
さ
ん
は
「
委
員
も
住
民
の
ひ
と

り
。
ま
ず
は
自
分
自
身
と
家
族
の
安
全

確
保
を
最
優
先
す
る
こ
と
」
と
受
講
者

に
熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
湯
河
原
町
民
児
協
会
長
の
梅

原
さ
ん
、
小
田
原
市
社
協
の
村
田
さ
ん

に
事
例
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
梅

原
さ
ん
か
ら
は
、
自
治
会
役
員
、
消
防

団
員
、
委
員
で
要
支
援
者
家
庭
の
近
隣

や
危
険
地
域
を
徒
歩
で
確
認
す
る
地
域

探
訪
を
通
し
て
、
地
域
の
状
況
把
握
や

災
害
時
の
対
応
確
認
な
ど
を
し
て
い
る

事
例
を
、
村
田
さ
ん
か
ら
は
、
令
和
元

年
の
台
風
１９
号
と
令
和
３
年
７
月
豪
雨

で
の
経
験
を
交
え
て
、
災
害
発
生
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ま
で
の
流
れ
や
委

員
に
被
害
の
あ
る
地
域
の
状
況
把
握
の

同
行
を
依
頼
し
た
事
例
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
金
井
さ
ん
は
「
委
員
は
、
住

民
の
ひ
と
り
と
し
て
、
多
く
の
役
割
は

担
え
な
い
し
、担
う
べ
き
で
は
な
い
。
平

常
時
の
組
織
つ
な
が
り
づ
く
り
こ
そ
が

委
員
の
役
割
で
す
」
と
力
強
く
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
無
理
を
せ
ず
、
で

き
る
範
囲
で
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
た
」「
自
分
の
地
区
で
も
地

域
探
訪
を
実
践
し
た
い
。
社
協
の
動
き
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

第
９０
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　

令
和
３
年
１０
月
２６
日
～
２７
日
、
京
都

パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
（
京
都
府
京
都
市
）
等

に
お
い
て
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
鑑
み
、
規
模
縮
小
に
よ
り
、
本
会

か
ら
は
、
桐
生
会
長
の
み
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
会
１
日
目
は
、
式
辞
、
表
彰
等
の

式
典
、
特
別
講
義
、
大
会
宣
言
の
採
択

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
、
ル
ー
テ
ル
学
院

学
院
大
学
学
術
顧
問
・
教
授
の
市
川
一

宏
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
３

人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
迎
え
「
地
域
共

生
社
会
の
実
現
と
民
生
委
員
・
児
童
委

員
活
動
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を

ふ
ま
え
て
考
え
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
予
定
さ
れ
て
い
た
活
動
交

流
集
会
【
令
和
４
年
３
月
２５
日
ま
で
】、

式
典
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
【
令
和
４
年

３
月
３１
日
ま
で
】
は
、
期
間
限
定
で
動

画
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

動
画
の
閲
覧
方
法
は
市

町
村
民
児
協
に
ご
案
内

し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
委
員
活
動
が

制
約
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て

い
く
か
迷
っ
て
い
ま
す
。
南
足
柄
市

民
児
協
の
目
安
箱
の
取
材
を
通
し
て
、

質
問
や
意
見
を
言
え
る
環
境
づ
く
り

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
箱
根
町
大
平
台

地
区
は
高
齢
化
と
少
子
化
が
進
み
、

私
と
も
う
一
人
の
委
員
２
名
で
２
１

１
世
帯
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
困
り
ご
と
を
解
消
す
る
た
め
に
平

成
２９
年
４
月
、
地
区
社
協
で
「
あ
じ

さ
い
の
会
」
を
発
足
し
、
定
期
的
な

食
料
配
布
を
女
性
会
、
民
生
委
員
で

協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

食
糧
配
布
の
際
は
、
高
齢
者
の
安

否
確
認
と
困
り
ご
と
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が
中
止

に
な
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
も
少

な
い
状
況
で
の
２
ヶ
月
に
一
度
の
食

糧
配
布
は
「
良
く
来
て
く
れ
た
ね
」

と
非
常
に
喜
ば
れ
ま
す
。
油
断
で
き

な
い
状
況
で
す
が
、
活
動
を
継
続
し

て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
広
報
委
員　

若
林
宏
光
）

編編
集集
雑雑
感感

食糧配布の準備を
する様子

指針はこちらから
ご覧いただけます。

災害に備える民生委員・児童委員活動１０か条
第１条 自分自身と家族の安全を最優先に考える
第２条 無理のない活動を心がける
第３条 �地域住民や地域の団体とつながり、協働して取り組む
第４条 �災害時の活動は日頃の委員活動の延長線上に

あることを意識する
第５条 民児協の方針を組織として決めておく
第６条 名簿の保管方法、更新方法を決めておく
第７条 行政と協議し、情報共有のあり方を決めておく
第８条 支援が必要な人に、支援が届くように配慮する
第９条 孤立を防ぎ、地域の再構築を働きかける
第１０条 �民生委員同士の支え合い、民児協による委員

支援を重視する

令和４年３月15日第148号 県民児協だより

7



通 信 員 だ よ り

座間市

二宮町

小田原市
　

一
斉
改
選
後
、
程
な
く
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生

活
。
こ
れ
ま
で
の
行
事
が
こ
と
ご
と
く
中
止
に
な
る
中

で
、
今
、
民
生
委
員
と
し
て
出
来
る
こ
と
、
や
る
べ
き

こ
と
は
何
か
を
模
索
し
ま
し
た
。

　

小
田
原
市
橘
北
地
区
民
児
協
で
は
、
新
し
く
民
生
委

員
に
な
っ
た
人
も
多
い
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト
の
資
格
を
持
つ
副
会
長
を
講
師
に
、
認
知
症
に
つ

い
て
の
学
習
会
を
し
ま
し
た
。
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら

の
研
修
は
よ
り
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
の
よ
う
な
高
齢
者
訪
問
が
は
ば
か
ら

れ
る
中
、
寒
中
見
舞
い
や
誕
生
祝
い
の
葉
書
き
を
書
き

ま
し
た
。
な
か
に
は
、「
民
生
委
員
の
方
に
声
を
か
け
て

頂
け
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
」
と
い
う
返
事
を
寄
せ
て
頂

い
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
「
繋
が
り
を
大
切
に
し
た

い
」
と
い
う
高
齢
者
や
委
員
の
声
を
受
け
て
、
例
年
通

り
、
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
、
小
学
生
の
手
紙
と
と
も
に

障
が
い
者
施
設
で
作
っ
た
お
菓
子
を
届
け
た
と
こ
ろ
、大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
小
学
生
に
は
、
委
員
１２
人
で
手
作

り
し
た
「
タ
オ
ル
う
さ
ぎ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
以
前
の
様
な
形
の
活
動
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
や
れ
る
こ
と
を
探
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
は
、
様
々
な
制
限
が
あ
る
こ
と

か
ら
思
う
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
安
を

抱
え
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
二
宮
町
民
児
協
で
は
役
員
が
中
心
と
な

り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
他
の
委
員
が
ど
の
様
に
活
動

し
て
い
る
か
を
共
有
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
「
悩
ん
で
い

た
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
」
と
心
が
軽
く

な
り
、
他
の
委
員
の
考
え
や
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
す
る

こ
と
で
自
分
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
は
民
生
委
員
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
よ
う

と
、
町
内
全
域
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
民
生
委
員
の
手
で
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
ほ
か
、
町
内
の
小
中
学
生
の
皆
さ
ん

に
学
校
を
通

じ
て
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
様
々

な
こ
と
が
変

化
し
て
き
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
民
生
委
員
活
動
に
も
言
え
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
」
私
達
に
は
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
か
を
考
え
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
し
ば
ら
く
は
不
自
由
な
状
況
が
続
く
と
思
い

ま
す
が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

通
信
員　

山
影
　
由
美
子

◦発行日／令和４年３月１５日　◦発行人／会長　桐生　行雄　◦編集人／広報委員会　◦印刷所／（株）神奈川機関紙印刷所
◦発行所／神奈川県民生委員児童委員協議会 〒２２１-０８25 横浜市神奈川区反町3-17-2　☎０４５-534-5812　FAX０４５-３１４-３４７２　ホームページ：https://www.kmjk.jp/

ホームページをご活用ください！
☆県民児協ホームページでは、民生委員・児童委員制度や活動に関する参考資料などを掲載しています。
　委員専用ページをご覧いただくためには、次のログイン情報をご入力ください。

ID：minpyon２０２１
パスワード：０３３１

お
そ
れ
す
ぎ
ず
、
侮
ら
ず

我
が
地
区
の
活
動
強
化
方
策
に
つ
い
て

通
信
員　

石
塚
　
ミ
ド
リ

通
信
員　

清
水
　
春
男

繋がりを大切に、活動
を続けます

チラシでPRします！

可愛い「タオルうさぎ」
を届けました

　

私
た
ち
第
四
地
区
民
児
協
で
は
、
全
委
員
で
協
議
し
、

活
動
強
化
方
策
の
一
環
と
し
て
「
ヒ
ロ
ウ
ン
ジ
ャ
ー
」

と
名
付
た
美
化
活
動
（
ゴ
ミ
拾
い
活
動
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
小
中
学
校
の
下
校
時
に
実
施
し
て
い
る
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
（
月
一
回
）
に
あ
わ
せ
て
、
ゴ
ミ
ば
さ
み
と

レ
ジ
袋
を
携
行
し
て
、
歩
道
や
公
園
等
に
落
ち
て
い
る

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
児
協
の
名
の
入
っ

た
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
、

地
域
の
美
化
と
民
生
委
員

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　

活
動
し
た
委
員
の
感
想

は
「
地
域
が
き
れ
い
に
な

る
し
、
気
持
ち
も
ス
ッ
キ

リ
し
ま
す
」
等
と
高
評
価

で
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
の
反
応
は
現
時
点
で
特
筆
す
べ
き
反

響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
着
実
に
地
域
の
中
に
、
民
生
委

員
の
存
在
が
浸
透
し
て
い
く
手
応
え
を
感
じ
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
通
り
過
ぎ
る
人
の
反
応
は
微
妙
で
す
が
、
大

人
も
子
ど
も
た
ち
も
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
私
た
ち
の
行

動
に
注
目
し
て
い
る
視
線
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。

　
「
ヒ
ロ
ウ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
昨
年
三
月
に
開
始
し
た
ば
か

り
で
す
が
、
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
行
く
こ
と
に
よ
り

私
た
ち
民
生
委
員
が
地
域
の
皆
様
全
て
の
身
近
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
頂
き
、
何
で
も
気
軽
に
相
談
し

て
頂
け
る
よ
う
な
存
在
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

 

あ な た の 困 り ご と 
私 た ち が お 聞 き し ま す 

子育てや介護、障がい etc...一人で心配ごとや悩みごとを抱えていませんか？ 

二宮町の各地域に民生委員児童委員(以下、民生委員)がいることをご存知ですか？ 

民生委員は行政などの専門機関との『パイプ役』として活動しています！ 

身近な相談相手としてあなたの相談に乗りますのでお気軽にご相談ください！ 

 

二宮町民生委員児童委員協議会事務局（二宮町福祉保険課） 
電話 0463-75-9289（直通） FAX 0463-73-0134 

誰 に 相 談 し た ら 

いいんだろう．．． 

民生委員は「民生委員法」に基づき厚生労働大臣
から委嘱を受けています。 
守秘義務があるので安心してご相談ください。 
各地域の民生委員の連絡先はお問合せください。 

高齢の方 子ども 

障がいのある方 

明るい地域社会づくり 

  民生委員児童委員に任せて！ 

ヒロウンジャ―参上！

令和４年３月15日 第148号県民児協だより
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